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第1号議案2020年度活動報告及び決算に関する件（案）

2020年度、 :コロナ禍において感染拡大の恐ろしさはもちろんですが､終息

のめどが見えてこないことから、日常生活の変化への戸惑い、明日の生活への不

安感など、私たちのくらしは、大きく変わってしまいました。また、感染症拡大
に伴って差別的な言動等が横行する中、私たち一人ひとりの人権意識が問われ
たり、社会のひずみが露呈したりした1年であったと感じます。

世界各国でも、人々の暮らしは大きく二極化につながり、格差社会が広がりを
みせています。わが国でも、多くの労働者が解雇や雇止めになったり、生活困難
から自殺者の増加や家庭内での暴力等が増加したり、社会全体が疲弊した状況
にまで至ってしまいました。もちろん大人社会の厳しさにともなって､子どもた
ちの貧困も．ますます厳しくなりました。

私たち津人教は、このコロナ禍においても工夫を凝らし、3密を避けた運営を
心掛けてきました。何よりも取り組みをゼロにするという発想からの出発では
なく、どうすればできるかを常に議論し､本年度の方針を各支部で共有していた
だくよう努め･ました。また､反差別に向けた主体者を育てるための教育研究大会
においても、リモート配信や感染対策マニュアルに沿った運営により、学びの場
を確保しました。また今年度、立ち上げたホームページの有効活用により、-一層
津人教の取組を広く多くの人々に啓発し、 ともに人権ネットワークを構築して
きました。

2018年度より支部交流学習会では、行事等の交流だけにとどまるのでは

なく、各支部における人権課題を明らかにすることを目的として取り組みを進
めてきました｡次の年より事前アンケートを工夫し､各支部で差別の現実を共有
していただけるよう取組を進めてきた結果、 2020年の支部交流学習会では、

多くの支部から具体的な事実の報告をいただきました。

支部からの報告でも、 2019年4月より施行された改正入管難民法がスタ
ーートしましたが、今回の新型コロナ感染症拡大により多くの外国人労働者をい

とも簡単に、 ．切り捨ててしまう状況が明らかになりました。その結果､保護者の
雇止め等のために実際に日々の食事さえも厳しい子どもも少なからず存在する
ことが明らかになりました。

そのうえに、外国につながる子に対して「○○人は、コロナがうつるから国に

帰れ」 といった差別発言も残念ながらいくつか報告がありました。
さらに、部落問題にかかわって「うちの地区からは、コロナの患者を出すこと
はできない。よけい差別されるといけないから」といった声があることも明らか
になりました｡ネットの中でも｢感染者が出たのは､やっぱりあそこの地区や…」
といった差別意識に基づく憶測も流れていることもありました。今まで以上に
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フェイクニュースに踊らされたり、簡単に誹誇中傷する言葉を浴びせたりする
ことが､社会問題となりました。こ.ういった現代社会を作っている大人たちの言
動を子どもたちは、いったいどう見てい･るのでしょうか。私たちは、その事実に
基づいた取組を展開していく必要があります。

2020年私たちの津市では､市内自治会長問題が報道され､長きにわたる市
行政の在り方にまで発展する問題が生じました。こういった事実を事務局会や
支部リーダーー会議‘役員会の中でも議論を重ねてきました。もちろん不正ついて
は、許すべきことではありません。今後の百条委員会の議論を注視するととも
に､市行政が真に差別を許さない人権尊重の実現に|句けて､行政としての姿勢を
正すべきであると考えます｡私たちは、この問題の根底に根強い部落差別がある
ということを、決1,て忘れてはなりません。

今回の問題がインター一~ネットの中･で意図的に地名や、不正と何ら関係もなく
日常生活を送っている人々のくらしまで､公開された事実があります｡そのこと
に対して、 「やっぱりあの地区の人たちは…」といった誹誇中傷や、賎称語を用
いた差別的な投稿がなされています。あまりにも簡単に､子どもパちが目にする
状況が放置水れ~~擢別の再生産がなされています。 ~
「寝た子を‘ﾎj -Z ,1な’ とか、 「知らなければ、そっとして鯛けば、差別はなく

なる…~｜ といﾖ 〕メー ~ ノ~ 1) .11:I$': I~戒す。残念ながらﾉ期l1は、自分(ﾉ)生まれ育った地
:l或に対L,て、 ,そこ(sた州ii ilⅢI梓ら1,てい蔦)人々班-ぐを群j肋肯くインタ､．－ネッ
トにさらし、子･どもたI･_)を｜I1I1/めていきま｡＃．二力lが、粥II 1 (/)･現実です。 ~
ごく当たり前に生活していゐ人々を差別する権利が、誰I､ル'るといえるので
しょうか。 「寝た子をおこすなI という言葉は、決して被鋤)''0)側だけの話では
なく、差別をする側も正しく学んでいなければ､簡単に間違った起き方をし、 I.自
分は、差別していない」と思っていても、差別に加担している状況になることを
忘れてはなりません。

津人教がずっと大切にしてきた社会の中にある差別の現実を多くの人'々に知
ってもらうこと、そして家庭や地域｡職場等で議論してもらうよう発信していく
ことを、今後も大切にしていかなければなりません。

私たち津人教は､本年度も市長｡各部局及び教育委員会との提言をもとに懇談
をおこなってきました｡新型コロナによる差別的な実態はもちろん､様々な人権
課題も複雑化~している状況や、 「人権問題に関する市民意識調査」から明らかに
なった課題等から、津市人権施策基本方針の見直しをおこなうよう提言しまし
た。この結果、津市人権施策審議会で見直しに向けての議論が始まったことは大
きな成果です。また、行政職員研修についても、全員人権研修で提示されたビデ
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オの内容について､部落問題にかかわって誤解を生む表現があることや､行政職

員に何を届けたいのかが明確になっていないこと等、より人権施策の具現化が

図られるためにも、人権研修の見直しについて働きかけをおこないました。

さらに市との懇談会の中で、今年度も多くの人権施策推進委員である各課長

から各課における人権施策について話を聞くとともに、津人教に届けられてい

るそ･れぞれの地域からの具体的な声についても話し合うことができました。

2016年度に差別解消推進三法（障害者差別解消法。ヘイトスピーチ解消

法。部落差別解糖推進携）が制定されましたが、差別がなくなったわけではあり

ません。私たち津人教は、あくまでも何が差別なのかを議論し、差別を生み出す

体制や社会の有り様をより一層問いながら、今年度津市で起こった自治会長問

題から、 「人権尊重のまち津市」の実現を図るためにも、事実に基づいた市民の

声を届けていき、提言活動の充実に努めていく必要があります。

今後も明らかになった差別社会に暮らす一人として、何をしなければならな

いかを共に考え､社会を変えていく主体者として､歩み続けていかなければなり

ません。

X藪舂あぎ亡司
~~~ ~~ ~~~~~

なの津
~~~~~ ~ ~ ~~~~

一地域の人権課題を基に人権ネットワークの拡がりと深まりに努め、差別解消

をめざす取組一~

「差別を許さない市民社会の実現」に向け共に歩んでいくなかまのつながり

を拡げていくため、人権ネットワークを充実させる取組を行ってきました。

コロナ禍の2(）20年度も、感染症対策をしながら全16支部で支部交流学

習会を実施しま~した。参加者からは、 「他の地域の園と合同保育の話があがった

ときに、反対の声があった｡」 「保護者から、自転車で地域を通るときに『気を付

けて通らなあかん』と言われた高校生がいた｡」など部落差別が根強く残ってい

る現状が明らかになりました。また、新型コロナウイルス感染拡大に伴い「雇止

めなどにより苦しい生活に追い込まれている｡」 「学校の休校期間が明けてから、

学校に来にくい子が増えている」 「休校期間中にオンラインゲームの中で『キチ

ガイ』『ガイジ』といった言葉を知って、友だちに対して使ってしまった」 『外国

につながる子どもに対して『コロナウイルス、国へ帰れ』といった差別発言があ

った」などの報告もありました。

また、交流学習会に参加した地域の方からは、 「学校の先生とつながりがうす

くなっていて、地域の方から子どもたちのことが見えにくくなっている」 「地域

の中で新型コロナウイルスに関わってうわさやデマがあり、今まで積み上げた

ものがくずれたように感じる」 「地域の高齢化が進む中で、地域で行われている
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活動に若い世代を巻き込めていない。」という意見も出されました。地域や学校
の中で、私たちが取り組んできた人権教育・啓発の取組が形骸化していないのか、
若い世代に活動の理念まで継承できているのか問い直していかなければなりま
せん。

各支部で事前アンケートに取り組む中で、 「各校園○行政○地域から具体的な
差別の現実を出し合い支部事務局で議論を重ねることで、地域の人権課題につ
いて整理し共有できた」 という支部がありました。一方で、 「支部事務局会が持
.らにくい状況の中、学校や地域の実態が十分共有できていない」という支部や、
「地域の．人権課題やその解決に向けた具体的な取組について議論できて~いない」
という支部もありました。地域の中で何が起こっているのか、どうやって解決し
ていくのか、そのために誰とつながっていくのか、支部の人権課題を解決す､るた
めにどのような営みをつくっていくのか…･それぞれの地域に縮いて､支部事務
局が中心になって地域の人権課題を明らかにし、その解決に向けた具体的な活
動をつくってい･<：息とが｢差別を許さない市民社会の実現｣につながっていきま
す｡今後も、支部交流学習会や支部リーダー会、研修会等を通して、各支部と協
力や連携を猟‘，して人権教育○啓発活動を進めていきます。
「人椛ネ~~ノ ｜~ 1ﾉ・ クの集いI I7'.~)I/､~r-、本年度は津市人権課A止催で行うこと
になり、沖人毅ﾉi'*荊柵蹄Mと沖!1IM:MWで何圃も協議を重加てき'災した。内容に
ついてい~洲I靴I I ! 1|1H!i r':､/, , { ~WI) I Y､ 、ソ |、時代の1E義～人{~I､なぜ他人を許さ
ない')か￥｣、 」仙芥I*|411 IWII !人撒か!>｣ | 1 111: {I)がﾉくり川~ ~ 《、ｵ1,〃|!'|iを|:1指してへ,次
世代を杜1う摺動～'"!で決定lまl'た｡とこ-ろが、新捌を 1 11 ~）ツイノレス感染拡大を
防ぐことから会を中止にせざるをえなくなりました｡来年度は、コロナ禍におい
ても会を開催できるよう、津市人権課と協議を重ねていきます。

今後も、津人教としては、本部と支部との結びつきをより強固なものとして深
く連携していくとともに、本部と支部の一体化を図り、途切れることのない人権
教育や人権啓発が進めていけるような組織の在り方をめざして、持続可能な組
織体制の確立職、若手の育成にも力を入れ、差別解消のための永続的な取組を進
めていける体制づくりをしていかなければなりません。

辰~菟砿涯蓮Z圃蕊藝壷重重IZa
一人権教育や啓発活動の深化充実を図るために一

9月5日に研究大会が開催され、約220名の参加者に来ていただきました。
本年度は､新型コロナウイルス感染症対策のため､~人数を例年の半分に減らし、
会場の感染症対策をとった中での開催となりました。また、当日参加が難しい方
のために、 リモ､一卜での参加も可能としました。
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研究テーマを、 「差別の現実から深く学び、差別を許さない社会をめざそう」
とし、 6本のレポートが報告されました。学校教育分野では、香良洲小学校より
仲間づくりの取組､河芸町学校｡園教育部会より河芸子ども人権フォーラムの取
組､社会教育分野では、田中未奈佳さんより一志町青少年友の会の活動、岡村育
美さんと岩名真臣さんより地域の中で人をつなげていく取組、行政／企業分野
では、行政から津市人権課より人権啓発の報告、企業から（株）ヒラマツさんよ
り障がい者雇用の取組が報告されまし,た”今年も例年通りレポート作成にお
いて事前学習会を持ち、検討を重ねてきました。しかし、それぞれの学習会の持
ち方や支部でのじゅうぶんな話し合いをすることが難しかった点や、当日の柱
立てや議論の持ち方にも課題が残りました。

参加者からは、 「部落差別をはじめとするあらゆる差別をなくしていくために、
自らの生き方を問い直していきたい｡」 「人権について、自分はどう考えどう行動
してくのか、子.どもたちとどんな風に考えていきたいのか､改めて考えるきっか
けになった｡｣ 「普段は学校現場の様子しか分からないが、津人教の研究大会では、
行政や企業など、様々な立場からの取組が聞けることがよい」などの、感想が寄
せられました。

昨年度までの反省で、レポートの中に部落問題についての取り組みがほとん
ど･なく、津人教として取り組みを呼びかけたところ､本年度は部落問題に触れた
レポートが出されたことはよかった点であるが、参加者一人ひとりが部落問題
とど･う向き合っていくのかという点においては、まだ話し合いの深まりが見ら
れなかったことが反省として挙げられました。

しかし、 「このコロナ渦の中での開催はたいへんだったと思うが、勉強させて
もらう研修会を開いていただいて、ありがたかった」という意見も多く、今後も
いろいろな状況に対応しながら開催していく方向で考えていきたいです。

【次世代育成に向けた研修会】

本年度は、これまでの受講者の資質向上及びネットワーークの構築を目的とし
た「次世代育成に向けた研修会Plus」としてスター･トしました。過去3年間
の参加者に声をかけ、 32名の参加者が集いました。

第一次研修会では、『差別の現実に学ぶ』として、反差別。人権研究所みえの
松村元樹さんから「新型コロナウイルス感染症拡大に伴い､浮き彫りになってき
た人権侵害や差別の現状」についてお話していただきました。さらに、コロナ禍
において浮き彫りになってきた人権課題を自分事として考えていくために、 「自
らの教育実践を問い直しながら、これからの人権教育を考える」と題して、津市
人権教育課課長の金児由美さん､敬和小学校長の外岡博明さん､津人教事務局長
の鈴村圭子さんによるパネルディスカッションを行いました。研修会を通して、
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自分自身の差別意識を問い続けることの大切さに気付く参加者、親の価値観を
刷り込まれてきた自分に気付く参加者、子どもたちと向き合うことに前向きに
なれた参加者など、－－人ひとりに学びが見られました｡また、「共に学ぶことで、
一人で人権教育をし,ているのではなく、ここには仲間がいることを実感できた｡」
などの声も上げられました。

第二次研修会では、 『仲間の思いや実践に学ぶ』として、上野小学校の竹内大
さんによる「水平社&令蓋別を許さない仲間づくり」の授業をDVDで視聴し、実
践報告をし,ていた瀝いた後、グループ討議を行いました。さらに、研修会のまと
めとして、青木弘志常任顧問よりお話していただきました｡研修会を通して、参
加者からは、 「子どもたちの前に立つ自分自身が、 『差別をなくす取組をしてい
る｡』と子どもたちに胸をはって言えるような自分でありたい｡」 「子どもたちに
『自分と向き合おう』と言っていたのに､私は自分と向き合うことができていま
せんでした。もう一度､且全璽エつ位置をふり返り、子どもたちと考える人権学
習を進めていき､ます｡」などの声が寄せられました。
第三次研修会では、 『学びや実践の交流』として、次世代育成に向けた研修会
を通し,-て、 |気付いた§冒とj 「学んだ道:と」をグループ別に~交流l ~ました。さらに
は、 「来年度に*'iける次･lil:代育成に向けた研修会で自分尚t,I､f "ぐきること」とい
うテーー､,で、実際に|〔|分ハMイ11が･できるのかについ"Cグルーゾ討議を行い・ま
したⅧ ~面の討縦(jIj､ 1<(|ﾘ囎川聯、 ｜'|分/f- I:･)I~できる､＝ととI/ <Z、 ｜普段から悩
んでし､為こ』≦、分/j ､｢,なし 、 41 ~細1IIf! ~〆")､腸を設定する] |ソィ、ルドワー"ク
などから学びを深M)Zf) l lj<|I1代育成Mi'l l.lたｲﾘ|:修会の参加者が、且いにつなが
り合えるための役劉溌果たす｣などの意見が出されました｡研修会を通して、「自
分にとって、この研修会は､ふっと力を抜くことができる場であることがとても
大きかった｡今の自分の思いや葛藤を出すことで、自分の中での整理や明日以降
への活力につながっていた｡」「今まで参加してきて、自分のことを語ることがで
きる場があって、本当に良かったと思った。次年度から、次世代育成に向けた研
修会の内容を参加してきた自分た､らが考えることで、持続可能な取組にしてい
けるのではないかと感じた。人権が大切にされる津市を作っていくために、これ
からも自分にで･きることを続け"て．いきたい｡」などの感想が寄せられました。
今年度の参加者の声からもあるように、次世代育成に向けた研修会が、 「人権
教育を進めるにあたって悩んでいることを出し合い、共に考え合うことができ
る場」 「自分を語り合い、差別をなくしていく仲間としてのつながりを実感でき
る場」 ｜･互いの実践などに学び、 自分自身の資質を向上させるこ.とができる場」
になっていることを確かめることができました。来年度以降も次世代育成に向
けた研修会を継続、発展させていくことで、教育現場、行政、地域社会の中で、
人権教育及び啓発を推進するリーダーを一人でも多く育てていきたいと考えて
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います。

辰嘉落諏琉実湿5~言てこ。匹一
－－親しまれる『津人教たより』の発行一一

2020年度は、 『津人教たより』第64．65．66 ．67号を発行し、津
人教の様々な活動を会員に伝えることができました。特に､新型コロナウイルス
感染症に関わる複合差別について､誌面を通~して会員に周知｡啓発を行いました。
また、津人教本部が主催する、 「次世代育成に向けた研修会Plus」の様子も
伝えました。人権教育。啓発を担う人材育成のために、今後も誌面を通して、会
員に人権啓発・研修について投げかけていきます。
「水平線」においでは、コロナ禍から見えてきた差別の現実をふまえた主張を
会員に提供してきヨ~し,た。今後も活用の幅を拡げ、会員のみにとどまらず、課題
意識を共有していきたいと思います。

さらに今年度、津人教のホームページを立ち上げました。『津人教たより』だ
けでなく､~ホームハ‘.､一ジを通じて津人教の活動や各支部の様子等､差別を許さな
いまちづくりにつながるよう更新を続けていきます。

次年度については、特に企業｡行政会員と共に歩む姿勢を発信することで、各
支部･各地域における課題を提起する機会としていきたいと思います。 「水平線」
をはじめとして、多くの人が「手に取って読み、活用したい」と思える機関誌を
作るために、深みのある誌面をめざしていく必要があります。

’
一一

一
拡
一

一

》

~

凸

一

一
７
－唾
--会員の拡大と人権ネットワークの組織化一

202()年度については、コロナ禍のために活動に制限が多い中、なかまを拡
げることそのものが、反差別。人権確立の取組であり、人権啓発であると考え、
本部と支部が連携しながら、熱心な活動や取組を重ねてきました。
各支部内においては､昨年まで加入していただいていた個人会員や企業･団体
への働きかけ、再任用雇用者への各職場での丁寧な声かけ､子どもを育てる仲間
として非常勤職員や支援員などへの働きかけ､退職者へのゴールド･プラチナ会
員加入の声かけなど､各支部の実情に合わせた取組をしていただきました｡支部
だよりに:次年度の会員募集をつけて会員拡大への働きかけを行っているところ
もありました。また、コロナ禍で苦しい企業・団体もある中、積極的に様々な企
業･団体への声かけを行うことで､新規加入につながった取組も見られました。
各支部での細かな取組が、会員拡大へとつながってきています｡、

---7.-‐



本部としては、昨年度に引き続き、県議会議員や市議会議員、行政職員への働
きかけを行い、多くの会員加入につなげていくことができました。また、連合三
重津地協や中勢地区労との連携をとりながら、労働組合へ働きかけたり、津商工
会議所を通じて新たな企業への働きかけをしたりして、継続加入や新規加入へ
とつなげてきました。

こうした会員拡大への取組の結果、コロナ禍により暮らしの厳しい中、津人教
の活動に賛同し､ていただいた約3000の個人､企業。団体の加入があり､~自主
財源を確保することができました。
しかし､社会状況の変化していく中課題も見えてきました｡各支部内において、
職員による会員とのつながりが、異動によって引き継がれないことによる会員
減少、活動開始時期が遅くなったため働きかけをする期間が短くなってしまっ
たこと、まだまだ企業・団体会員数が少ないこ.と、行政職員（本庁）の加入割合
の低さなどの課題もありますが､市職員労働組合でも会議等の中で人権教育｡啓
発の意義とともに津人教会員への働きかけをしてもらいまし,た°
「差別を許さない社会の実現jを目指していく上では、さらなる会員拡大と自
主財源の確保が必要であり、本部と支部が連携しながら、より細かで、 r寧な取
組をしていくことが重職r~なり．ます。

［X塗壷溌つ､くりを寸州)る渥匪’
-"11W:および教脊委lj､会、 M3係|､|1体等との遮桃

津人教がy)ざす:ﾉ糊11のない人椛導塑社会の実現に向けて、人権文化クリエイ
ターや人権教育指導員、各総合支所。隣保館等の人権啓発担当者など、より広範
な人々や組織。団体と協働し、人権啓発。教育の取組を推進してきました。
また､各支部で明らかにされた取組の成果と課題をもとに､人権ネットワーク
の構築やさらなる人権文化の拡がりに向けて､人権啓発｡教育を推進する取組の
交流をはかってきました。

さらに、津市｡津市教育委員会との懇談の中で､積極的な提言活動を行ってき
ました。

市長からは、 「人権施策基本方針の改定時期に来ている。市民意識調査の結果
も踏まえ､人権施策審議会の意見を聞きながら検討していきたい」と回答を得る
ことができました。これを受けて､~人権施策審議会では基本方針について、委員
に意見が求められ、見直す方向で議論が進められています。
また、人権施策基本方針には庁内推進体制として、 「人権施策推進員(全課長
級職員)が中心となって、庁内の各課におけるそれぞれの人権に関する問題を明

－8－



らかにして、問題解決に向けた施策の取組を進めていく」と明記されていること
から、懇談会に参加された各課長等に認識してもらうよう働きかけを行ってき
ました。その中で､推進委員の役割を明確化。人権施策審議会の充実について共
有化をすることができました。

なお､庁内の意見や提言を検討し､効果的な施策を推進していくために設置さ
れている津市人権施策推進会議(会長･副市長、関係部長級職員)の役割について
は、今後の懇談会の場で明らかにしていく必要があります。

教育委員会との懇談では、人権文化クリエイターや人権教育指導員等の役割
について具体的に示し、人権教育課だけではなく教育委員会全体として理解し
てもらうように努めました。

オンライン学習が本格稼働する202:1_年度に向けて、 「通信費を就学援助項
目として支給すべきかを、自宅でのオンライン学習とともに検討している.lと回
答を得ることができました。

今後も具体的な実態を届けていくたy)にも、市及び教育委員会との懇談を継
続し、担当課以外の参加も要請していく必要があります。
差別を許さない人権尊重のまち津市を実現するために､市の『人権尊重都市宣
言|をはじめ、 I人権が尊重される津市をつくる条例」 「津市人権施策基本方針l~
I津市人権教育基本方針|の具体化に向け、市や議会、教育委員会、関係団体の
みなさんと今後も話し合いを持ち、連携を強化する取組を進めていかなければ
なりません。
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2020年度津市人権｡同和教育研究協議会事業報告
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2020年度津市人権･同和教育研究協議会会計決算書

収入総額

支出総額
差引残額

円
円
円

10,515,395

10‘298,891

216,504

（単位:円）

砺一碧一'
収入の部

驍
驍墓

決算額(B) 七較増減額(B-A
3,920,5001 70,5001

6,200.0001 01
23 －2本部利息22円

70,000 70,000

0

324,8721 0本部繰り越し
10,515,395 140,498

本部繰り越し

当初予算額浮算現額(A】
3,85叩001 3,85“001
6,200,0001 6,200,0001
251 251

胃
ー

支部利息1円

卜
’

324,8721 324,872
10,374,SMIW"97 ~■…

(単位:円)－－支出の部
比較増減額(A-B

79,鍵‘
10，850

12，000

18，520

73,蝉0
10,850

備考

4ioo24371
2,899,7501

51,480
一

55,597 使用料画質借料へ流用15,835
--

13,997

負担金､需用費から流用~~~~~~01
壱=三三一二－惹三 ごー‐ ・篭． ‐‐‘‘ ‐ ‐・ ‐ 宝 i

OI
更三宇宅一言一号-.発--. .. 『.茜一. - ..-.．ﾆｰ ｰ ｰ ‘！
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．－－－‐ 〃 -- --.- ￥ .三--ニーーニ ニ ･匙i
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~01

73‘4301
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‐七一■ユー－

当初予算額流用増減額予算現額(A) 決算額(B) 比較増減額(A-B) 備考
3，”9,030 100,519 3,109,549 3,109,549 ．‘
138,000 -58,000 80,000 80,000 0需用費へ流用
1,420,000 -500,110 919,890 919,890 0委託料､印刷嚇製本撹､淵

444,800 372,385 817,185 817，185 ． o支評累轟､飾矢､”天､侠州･貫惜’

396,000 88,”0 484,0001 484,000 0支部事業蓑､役務喪､旅

406,550 ＝14,502 392,0481 392,048 0印刷･製本菱､需用
203,6801 -87,004 116,676i 116,676 ~ 0需用費へ流用

o o 0 O p
0 0 0

0 299,750 299,750 299,750； 0旅費から流用
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6,299,030、 0 6,299,030 6,296,4541 ~ 2,576ツ
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-一
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０－０
－

－

本部需用識､印刷･製本

卜器鵜

科 目

本部事業費
一

報悩費

旅費 用撹へ流用

霊用費~~ ~
印刷製本費
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蕊業擬合齢
合計

一一

収入10,515,395円一支出10,298,891円=216,504門を次年度に繰り越します。

上記の通り報告します。

2021年3月30日

ゞ愚川合陽一蟻
(監査報告）
上記の決算について証拠書類､出納簿を精査したところ､適正かつ正確であることを認めます。

2021年3月31日

会計監査西尾潤穏
会計監査松林華蝋 －11F
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第量号議案津人教の組織に関する件

津市人権｡同和教育研究協議会本部及び支部組織
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2021年度津市人権。同和教育研究協議会組織 （敬称略）
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第3号議案2021年度活動計画及び予算に関する件（案）

《活動の基調》

世界では､、中国やミャンマーで深刻化する少数民族や民主主義への弾圧が起
きており、国際社会における普遍的価値である基本的人権、自由、平和が脅かさ
れています。アメリカにおいても自国ブァーストのトランプ政権下での人々を

分断させる差別的言動が噴出したことも記憶に新しいところです。
差別の問題に対しては.､他人事として傍観者的立場をとるのではなく、私たち
大人が、 「私たち-一人ひとりに関係する社会の問題’ として、正しい事実を認識
し、反差別の意識を.痔渉>行動に移せるかが問われています。

世界で猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の拡大にともない、子どもの
心の健康や学力絡斧が広まるな醤の課題も浮き彫りにされてきました。社会に
おいても非正規職員の解雇や、派遣切り、雇い止めな埒も起こり、生摺に困窮す
る等の社会問題も拡大'~,てきてい･まず｡インターネッI､.l二には､感染者の個人情
報を特定するような書き込みや感染症に関連したいじめも発生しています。
今こそすべての人の人権が保障される社会作りに向けて、 「反差別の立場」に

たち、何が真実で何を変えていかなければならないのかを、私たち一人ひとりが
人権感覚を研ぎ澄ませ、正しい知識､真実を見極める力を高めていくことが必要

とされます。私たち津人教は、こういった現代社会の状況や地域社会の実態をし

っかりつかみ､差別を許さないという姿勢を確かめ合いながら、取組を進めてい

かなければなりません。

昨年度、津市内の小中学校や高等学校でも様々な人権問題にかかわっての差
別事象が起こりました。新型コロナウイルス感染症に基づく差別事象や障がい
者や特別支援学級の子どもたちに対して蔑んだり、バカにしたりする言葉とし
て「ガイジ」や「キチガイ」などといった言葉を用いた差別発言なども起きてい

ます。これまでに学校や家庭、地域において人権教育・啓発に取り組んでいるに

も関わらず、子どもたちが差別的な発言等に至ってしまっている事実を真蟄に
受け止めなければなりません。

津市において自治会長問題が報道され、長きにわたる津市行政のあり方まで

大きく問われる問題が起きました。不正は許すことができない問題であります。

|司時にこの事件を生み出してしまったことの背景に、同和対策審議会答申に調

われている行政の責務について、丁寧に向き合うことができていなかったとい

う事実があるということです。この事件に関してSNS上では差別的な書き込み
が相次ぎ匿名での誹誇中傷が続きました。その地域に暮らす人たちだけでなく、

様々な差別を受けている人たちを傷つけ、その書き込みを見た子どもたちが苦
しんでいる事実を私たちはどれだけつかんでいるでしょうか。多くの人に差別
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意識や偏見をすり込んでいる事実に私たちは怒りを持ち得ているでしょうか。
「差別の現実に深く学ぶ」ことは、目の前の現実をつかみ、その事実から私たち
自身の生き方を問い、行動を起こすことです。
差別解消推進三法の一つとして国が部落差別解消を目指して2016年に施
行した「部蕗差別解消推進法」の第三条には、国と地方公共団体の責務が識われ
ています。私ただ》津人教は､行政の組織体制が差別の現実にもっと向き合い、市
民の中から偏見や差別心を取り除くための取組にむけ、人権施策基本方針の見
直しへの議論が進められるよう撒く要望していきます。そして地域の実情に応
じた部落差別解消に生かせる人権施策への提言を今後も問い続けていきます。
さらには、 「差別を許さない人権尊重のまち、津市」の実現の一歩とし．ての百
条委員会の動向にも注視していきます。

「差別はもうなくなった」という声を依然として、耳にすることもありま~すが、
支部交流学習会や研究大会等の中でも、私たちの身近なところに|､差別が存在す
る事実」が明らかになっています。だからこ.そ、様々な差別の現実にきちんと向
き合い、それを踏まえた取組を各支部で進めていかなければなりせん。
差別の現実をつかまえないままの人権教育｡啓発の取組などあり得ませ･ん｡だ
から運そ･子<ザもや保護者｡ :l;III:|"『熱らす人々の声にし.つかり耳を傾け、各支部の
中で、地域の実態べ』取組ひ)成鯉~ i澱魍な常に共狗し、何よりも「私た･ち|毒|身がど
こ:､に立一》のか｜を'､Iﾉ:枝｡4"･ ( j jIXr ｡地域､家庭の中で議論しながら人権教育。
啓弗の取紺を.稚"） 〈いき. l l j ~ ,“

私たI』沖ﾉ、教は、設､!/i以来、 ｛| :/r(ﾉ)仙八,ｲ~kえる人椛． ､|'ｲﾐl l ｡民主主義が脅か
されてはいないかを常に問い続け取V)糸||・ん~<j､きました｡本年度も、差別を許さな
い社会の突現を目指し、提言活動を実施-りるとともに、本部。各支部の取組を充
実させることが大切です。コロナ禍での緊急事態に対して、事業の検討を求めら
れる場合もあります｡だからこそ､本部と支部が…-~一丸となってより--層工夫を重
ね、当初の目的に向かって頑張らなければなりません。
本年度.も津市。市議会はもとより、学校°園。各種団体・関係機関とより連携
を深め、幅広い津市の.人権ネッ1､ iﾉ‘一クの構築を図りながら、取組を進めていき
ましょう‘,さらに、日常生濡の':|: 'で、誰もが差別を許さない生きやすい社会を創
る主体者となるよう、働きかけをしていきましょう。

へ~ 一一一二一一一口一

’
一垂一一一一一

家ｽﾌなの津人教を逆ざl三宝’ ~~I 一一一■凸一

トワークの拡がりと深まり一差別解消のため、地域の人権課題を基に人権ネッ
に努める取組一

津人教は「差別の現実から深く学ぶ」 という姿勢のもと、 「差別を許さない市
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民社会の実現」という目的を掲げてきました。津人教は、会員一人ひとりが差別

をなくす主体者となり、 「差別を許さない市民社会の実現」に向け共に歩んでい

く仲間とな･っていくことをうたってきました。差別解消に向け共に歩んでいく

仲間のつながりを着実に拡げていくために､本年度はより一層､各支部や諸団体

と連携し､世代や立場を超えた拡がりと深まりをめざして取り組み､ "人権ネット

ワークの充実に努めます。

各支部における活動は､各地域の人権課題を明らかにするとともに､その解決

を図る取組を私だち--人ひとりが具体的に展開していくことに他なりません。

昨年度の支部交流学習会では､各支部か噌:地域の差別の実態や､差別によってし

んどさを抱えさゼらｵlﾉている子・どもの実態がだされ、それぞれの支部における

人権課題を本部と支部の事務局で共有することができました。また､各地域の中

で取組を拡げたり、若い世代に継承したりできていないという課題も見えて~き

ています。各:斐部に;崎ける人権課題を明らかにすることは、差別解消、差別を許

さない地域づくりのための第一歩で-；が､私たちは､それらの課題を解決するた

めの具体的な取組を行い､各地域で人権ネットワークを構築し､差別を許さない

市民社会を実現していかなければなりまぜん。

昨年度、当初計画されていた事業を変更せざるをえなかったり、開催すること

ができなかったりした支部もありました“新型コロナウイルス感染拡大に伴い

格差が拡大したり、差別が顕在化したりしている今だからこそ､知恵を出し合い

ながら、会員や市民I己差別の現実や､差別を解消していく方法を届けていくこと

が必要です｡今年度の支部交流学習会では、津人教が大切にしている|差別の現

実から深く学ぶ_｜ という姿勢を各支部と共有し、議論を重ねることで、各支部。

各地域の課題を明らかにするとともに、その課題が支部事務局内に留まるので

はなく支部全体に共有化され、各支部における活動が差別解消への具体的な取

組となるよう働きかけていきます。

各地域では、地域の実態に応じてそれぞれの人権課題を解消す､るための取組

が生まれています。各地域の取組から学び、学校教育、行政。企業、社会教育の

立場で取り組まれていることをつなぎ、差別を許さない人権尊重のまちづくり

をめざす人権ネットワークを構築していくため「市民とつくる人権ネットワー

クの集い_’ （人権ネットワーーク研修会）を開催してきました。昨年度は新型コロ

ナウイルス感染拡大に伴い開催できませんでしたが､今年度も、津市と共催で行

うことで、会員中心の研修会として行うのではなく多くの市民の方と共に学ぶ

機会とし､人権尊重のまちづ~くりを目指す市民や団体とつながり、人権ネットワ

ークを拡げていくことができるように取り組みます。

地域の人権課題を基にした人権ネットワ､一クを発展させ､強化するために､次

世代育成の取組に重点を置き、積極的に支援していきます｡高校生のつどいや青
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年のつどいを活性化させ、若い世代が中心となって活躍するイベントや学習会
を積極的に支援していきます｡また、幅広い年代層の地域住民に参加を拡げてい
くため､津人教の講演会､研修会などへの参加を呼びかけることで取組を強化し
ていきます。

インターネット上で特定の地域に対する誹誇中傷が書き込まれ、部落差別が
拡散されている現状からは、湖'1,までの人権教育や啓発の取組が､必ずしも差別
を許さない主体者をつくりきれていない現実が見えてきます。2016年に差別解
消推進三法が施行されましたが、 ･その存在や、これらの法律ができた背景にある
厳しい差別の現実について、市民の理解が進んでいるとは言え.ません。 「部落差
別解消推進法」が、その第一-条（目的）に掲げる|"部落差別の解消を推進し'、も
って部落差別のない社会を実現する」ためには、法律に基づいて、差別解消に向
けた実効性のある取組を行っていく必要があります。私た､ら津人教は各地域の
人権課題を･基にした人権ネットワ｡．-．ク作りを進めることで、 目の前の現実を変
えていくための一歩としたいと思います。

匝郵蓮砿董1薮職蓋蕊蔓重画
一人権教育や啓諾榊釛の深化充実-－

：”!）洲")なﾌﾉ､ (‘､ ill ' i j ｲﾀ．(ﾉ)被諾別部幣に対"'|X)偏見や陣がI/､荷､外国に繋が
る~人ﾉ《へ")洲lll猫『 ‘~力､『' ､~ 、澱~ '鴨, (ﾉ)溌別''1~鉄が兇身い､'まし/や“ ~ 〃） ： とが示すの
は、まだまだ、人.椎諜魍にXI |) "':，数1ﾉl . ji,f発涌1肋はｲ丁渕'I1Iし､ズ {(,")になっていな
いという事実です《，目の前にある錐別の現実にもとづく実践を堆燃に据え､各支
部の人権課題を明らかにし､地域I鰯根ざした教育｡啓発摺動の推進に努めます。
市民とともに研修する場として、総会｡記念講演会や津人教研究大会を開催し
･ます･研究大会では、学校教育分野、社会教育分野、行政／企業分野の3つの分
野におけるレポーート報告を充実していきます｡また､部落問題についてより深い
議論ができるように、事前の学習会を充実させていきます｡様々な立場からの取
組を通して、会員一人ひとりが目の前にある差別の現実から学び、自分自身の生
き方や行動を問い直すご_とができる場となるよう努めていきます。
各支部の交流の場としては､部長会及び支部ﾘｰｰ･グー~･研修会を開催し､地域に
ある人権課題を明らかにして、その課題を解決するための取組を進めていき､ま
す°

「次世代育成に|句けた研修会」では、新たな仲間をむかえ.、次世代の人権文化
の担い手を育成するために活動を行います。人権文化を構築する若者たちの活
動｢津市反差別青少年友の会(つとも)」「高校生･中学生友の会」を支援します。
三人教大会や全人教大会について、主体的に参加します。
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さまざまな学びの場を持ち、地域に根ざした実践から共に学び合うことで､反

差別の歩みにつなげていきます。

|皿_広報活諏涜実流言司
一親しまれる「津人教たより」の発行一

I津人教たよりlを発行し､人権問題に関する啓発活動を推進するとともに、

会員のみなさんを結ぶ＆~とを通して．、津人教の一体化を図ります｡本年度も編

集会議を重ね､ ~人権に関わる情報や､本部や支部の活動､企業や団体による人権
啓発などの紹介と~い-句満-掲載記事や、 『水平線』の内容の充実に努めます。写真

も多く載せなが'き,、読みやすく、分かりやすい誌面を心がけ、より親しまれる機

関誌づくりを．目捕L .ます。また、企業や団体会員ﾊ､の配布の方法をご[:夫すると

共に、地域の公民館、隣保館、教育集会所などに「津人教た~より_|を常置しても

らう取組も続け、少し,でも多くの方に見ていただトナるよう誌面のｺﾕ夫に努めて

いきます。

また、2021年2月より 「ホームペーージ」を開設し、より多くの人々"~津人

教の活動を発信してい･ます。 「津人教たより.｜ と共に、本部や各支部の活動をよ

り詳しく発信1_,、 さらなる人権啓発や人権ネットワ､一クの充実に努めます。

面~蚕癒姦蓮囑這唾’
－－会員の拡:大と入職ネットワーークの組織化-－

昨年度、．にげ禍において活動に制限があった中、本部と支部が連携しながら、

会員拡大への様々な取組を進めてきた瞳とで、自主財源を確保することができ

ました。

今年度も会員の異動・退職者・再任用教職員の把握に努め、津人教のなかまの

－－人として今後もつながり合い、ともに反差別。人権確立に向けて歩みます。と

りわけ､退職者を中心とした、5年。10年会員制度（ゴールド｡プラチ､ﾅ会員）

の加入を原則に、引き続き会員拡大に努めます。さらには､常勤職員だけでなく、

非常勤職員など、教育に携わっていただく全ての方々にも働きかけをします。

~各支部においては､小・中学校区を中心とした人権ネットワ"一クの組織化を進

め、地域と密着した人権教育，啓発の取組を推進し,ます。その中で、PTAや民

生委員､学校教育に参画する地域住民や団体などへの働きかけを行うことで､差

別を許さないなかまを拡げていきます。

本部においては､連合三重津地協や中勢地区労と連携をとりながら、労働組合

へ働きかけます。また、昨年度中止になった「市民とつくる人権ネットワークの
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集い」を今年度も津市と共催で行い、本庁行政職員への働きかけも行います。さ
らには､津商工会議所を通じて新たな企業へも働きかけ、なかまを拡げていくこ
とで、 「人権尊重都市」津市を市民とともにつくっていきます。
このように、会員自身のつながりの中だけではなく、関係団体、行政、企業と
さらなる連携を図ることで､全市的な人権ネットワークの構築に努めます｡そし
て、津人教の活動を充実させていくために、本部と支部が．‐一丸となって、さらな
る会員拡大。会員の継続と自主財源の確保を図ります。

庇~X職菫澄言歴萱萱I更蔓渥翻
一反差別に向けた市および教育委員会、関係団体等との連携一

昨年度､大きく取り上げられた津市の自治会長問題は､部落問題に対す．る偏見
や差別心を多くの市民に植え付けてしまう結果を招きました。そのことによっ
て､不安を感じている地域の人や子どもたちがいます｡同和対策審議会答申に躯
われて･いる行政の責務について丁寧に|句き合え切れていなかった事実を踏まえ、
市民の中から部燃間總に対する偏見や薙別心を取り除くための取組を進めてい
くことを求めてい惑求す。改めて粥)ll";ﾉ|:さない人権尊重のまち津市を実現す
るために、 11jJt'i批会、教育委眞会、 |淵係|il体験《l享、より"錨か人/々や組織と協働
し、人椛救育・職術Iﾉ)~||蹄'1~為~樅j{Mる~~~ (l･ (､.･ 、 ' | ! (ﾉ) |人椛噂1MM~j富言|をはじ
め、 ｜人権が~I"IXさ~I|,為/I I'| 14i ' くる条例| |人椛jﾙI~箙jM;､ﾉ;#I I I人権教育基本
方針｜の具体化な求め-〔い‘、 :! ）‘，

また、人権文化クリユーイターーや人権教育指導員、各総合文jjl､ ．隣保館等の人権
啓発担当者との連携を図りながら、各支部の取組の成果と課題をもとに､人権ネ
ットワーークの構築やさらなる人権文化の拡がりに向けた取組を進めていきま
す｡各支部の活動を支援し、地域間での人権啓発｡教育を推進する取組の交流等
を通して、さらなる人権ネットワークの充実をめざします。差別事象に対して
は、地域や学校に恥ける課題を明らかにし、解決に向けた取組を進めていきま
す。

引き続き、市及び教育委員会へ.の提言活動や懇談を積極的に行っていきます。
懇談には人権担当部局以外の出席も要請し、具体的には以下の8点を働きかけ
ていきます。

①見直しに向けて議論が進められている人権施策基本方針が、差別の現実を踏
まえた基本方針として改訂されること

②昨年度の懇談会で各課長が担っている人権施策推進委員の役割を明確に確認
できたことからより機能させること

③庁内の意見や提言を検討し、効果的な施策を推進していくために設置されて

｛
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いる人権施策推進会議（会長・副市長、関係部長級職員）の役割を明確にする
こと

④｜･人権閼題に関する市民意識調査」から明らかになった課題や実態を人権施
策に反映させること

⑤差別解糖推進三法が市民に周知されていない現状を踏まえ、津市が主体とな
り啓発を進め-て・いくこと

⑥反差別の活動左する団体を結ぶ全市的な人権ネットワーークをつくっていく篭
と

⑦津市の地域や学抄における差別の現実に対して、解決するための施策を実施
していくご．と

⑧教育や啓発を充巽きせるために、職員研修の充実と人権啓発扱当職員｡人権文
化クリコ.イ~ターー・人権教育指導員の増員を図ること

津市人権施策群議会や津市いじめ問題対策連絡協議会等Iこ参画し,ます｡人権施
策審議会に鱸い-〔は､人権施策の円滑かつ効率的な推進を図るための審議会と
1，て機能するよう充実を求めていきます。

【学校教育分野】

過去、現在の鶴別事象を踏まえて私たちは…

①被差別の立場に妬かれた子・どもたちの暮らしをていねいに掴むことを中心に
据え､差別の突態を把握していきます‘’－－人ひとりの存在や思いを大切にし、
簡箪に流されない自分づくりと、簡単に切れないつながりづくりをめざしま
す。いじめや差別を許さない学級、学校・園づくりのために、自身の加差別性
に気付かせる取組等から､集団の中にある差男il性を明らかにし、自らを語るこ

とでつながる仲間づくりを進め､ます．

②いじ鹿).や差別事象から明らかになった課題を受け、いじめや差別を許さない
集団をつくるために、より具体的な日常の課題に根ざした人権｡部落問題学習
に取り組みます。 ”

③不登校の子どもたちの実態を把握し、その子どもたちが安心して過ごせる居
場所をつくり、支え合える仲間づくりを進めていきます｡不登校の子どもたち
の進路を保障するために､将来､安心して社会に出られるよう学力保障の場を

つくります。

④目の前にある差別の現実から深く学ぶ人権｡同和教育を基本にし､社会にある
差別や不合理を見抜く力をつけるとともに、 「道徳」の学習を建前や徳目の押
しつけにするのではなく、題材を子どもの実態や暮らしに重ね合わせ、自らの

生き方に迫ります。人権・平和・民主主義を守り、差別を許さない社会の担い
手を育てます｡。そして、不合理な社会を変えていく力を培っていきます。
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⑤GIGAスクー今ル構想の中でも、人権教育を基盤に据え、よくわかる授業の創
造や個に応じた指導に努め、 「わからないことをわからない」といえる関係性
を築き、互いに学び､互いに高め合っていく人権教育を基盤に据えた学びの深
まりを図ります。

⑥変化し続ける社会状況において、厳しい立場に置かれている子どもたちをは
じめ、すべての子どもた､らの学力保障に努めます。とりわけ、個別に支援が必
要な子どもたちについての、学力・進路保障に努めます。
⑦|,差別を見抜く力」 「自分の思いを表現する力」 「差別を許さないカー|を育てる
と共に､主体的に自分の将来を切り拓‘<進路保障の充実を図ります。そして、
引き続き、 I放課後や長期休業中の学習会｜ 「地区学習会」 「津市!↑l学生人権フ
ォーラム」等に取り組みます。

⑧スマートフオンやパソコンなどの情報機器は､使い方指導にとど~まらず､その
便利なところと危険なところを十分に理解させ、反差別の視点で情報を取捨
選択できる力が身につけられるような情報教育に取り組みます。
⑨インタ､--ネット上では、被差別部落の所在地や部落出身者の個人情報が他人
によって|晒され､偏見や誤った情報が氾濫しています。これらの情報が、既に
子と●V,ｽ-fうに無意識のう､t:･)に兼別意識とし,て刷り込まれているかもしれない
とい､う洲糾'<X】た｜も．で~ '| ,州鵬ii体的。批判的に読み解き、差別や偏見を跳
加Mリ ノル.I糾〆 )!･j l.,ll,ｨ>Iﾉな人椛教･街いIⅧ細み喉り｡
⑩l1ﾉ《〃)教育'i':IIMI!I , <1 ･ ' I し) 、 ｜人権鋤11i (' i：・仲川先灸l l '囎践交流会」 「授業
研究会|等、教職i』.が〃いの実践に学()ﾐ合､)研修灸州N州（ 、fどもの差別性
を生みだす鷺.とにつながらないよう、 催|身の人椎感覚の|fIj_!急に努めます。ま
た、次世代育成にも取り組みます。 ~

⑪学校や園が、人権ネッ~トワークの拠点となるよう、子どもや保護者、地域の
人々との一層の連携をめざします。 「人権講演会」 「人権作文などの発表会」
「人権コンサートや人権啓発映画会｣等の事業に積極的に参加し､地域の人権
課題について学びます。

⑫市教委や関係機関に連携し､各種の研修や事業に積極的に協力､参加します。
また、教育集会所や隣保館、公民館との連携に努めます。
⑬差別事象に．~ﾆﾉいては、関係機関と連携し、課題の分析を基に、解決に向けての
取組を行います。また、学校教育のあり様を問い直したり、必要な提言を行っ
たりしますに，

ﾛ

【社会教育分野】

過去、現在の差別事象を踏まえて私たちは･･･
①多くの人々と人権尊重の地域づくりに向け、地域の人権課題を明らかにしな
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がら、すべての小学校。中学校区で「人権ネットワ､一ク」づくりを推進し、全
市的なネットワークづくりをめざします。

②差別解消推進三法の施行を受け、各支部でもその周知を図り、さらに「障がい
者に対する差別」 「外国につながる人に対する差別」 「部落差別」 「貧困・児童
虐待などの子どもの人権」 「高齢者の人権l 「女性の人権！ 「性の多様性」など
の人権問題に-ついて学習し、市民啓発に取り組みます。

③各支部での自主的な取組を大切にしながら、地区学習会・講習会．講演会など
の様々な学習活動｡啓発活動を通して、人と人とのつながりの輪を広げる取組
を推進します。

④隣保館、教育集会所、公民館などで行われているI識字学級」 「地区学習会-｜
「日本語教室｣「母語指導｣｢人権啓発講演会｣｢ナイトメク､｡-ル.!｢子ども食堂」
などの活動、多文化共生に関わった取組､会員による人権に関する研究実践活
動、次世代を祖＃)若者たちの自主的な活動などを支援･(",ます･
⑤「津人教たより」や「津人教ホーム･ページ」なぢを通して、各支部の活動や地
域や企業の様々な人権に係る取組を紹介し、会員それぞれの活動に生かせる
ように努めます。また、公共施設での展示などを通して、津人教の活動をより
広く市民に知､っ．(:~いただけるよう、各支部で取り組み、広報・宣伝活動に努め
ます。

⑥「津人教研究大会」や行政と共催による研修会･への参加をより多くの市民に
呼びかけ、人権蒋発の拡がりと深まりに努めます。 ~

⑦「三重県人権・同和教育研究大会jをはじめとする反差別・人権確立をめざす
様々な研修会への参加を支援します。

⑧差別事象と向かい合って明らかになった課題に沿った人権啓発に取り組みま
す。

⑨人権問題に関す-る市民意識調査結果を活用し、啓発に努めます。

【行政/企業分剛

過去、現在の差別事象を踏まえて私たちは･ ･ ･

①人権問題に関する市民意識調査結果を活用し、その結果にもとづいた学習会
を行います。

②各支部・各地域と情報共有し、差別の現実を明らかにするとともに、部落差別
をはじめと-ｳｰる様々な人権課題の解決に向けた啓発や職員研修を支援します。
さらに本部として、市職員への職員研修の充実を求めます。

③各支部における行政/企業の取組を交流し､行政/企業部会の充実、とりわけ差
別の現実に深く学ぶ人権啓発を支援します。

④企業を訪問し学習会を行うなど､企業における人権啓発を支援します｡また、
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企業の特色ある人権啓発の取組について「津人教たより」や｢津人教ホームペ
…-ジ」で紹介し、取組の充実に努めます。

⑤「津人教研究大会｣や｢津市人権講演会＆市民とつくる人権ネットワークの集
い」の場で、行政や企業における人権啓発の取組を交流し、実践の充実を図り
ます。

⑥すべての地域で人権ネットワー"ク~づくりを推進し、－－人ひとりが差別をなく
す主体者となり、差別を許さない人権尊重の地域づくりをめざします。
向奉や帝鋤丞17- 1-房､M灌牌率事業に参加｡協力するとともに､互いに差別を許さ⑦市や市教委による人権啓発事業に参加
ない関係性を築きま､す。
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第3号議案

2021年度津市人権･同和教育研究協議会会計予算(案）

収入の部 2021．4

－

'20年予算額(A) '…費目 内容 21年予算額(B)

｜
部
一
幟
一
峰

’団体会員･個人会員会費 3,850.000 3,850,000
I

津市からの補助金

前年度繰越金

6,200,000 6ﾎ200,000

本部支部繰越金等324,872 216.504

郷
一
帰
一

三人教事業委託金､銀行預金利子

一一一一一－→－－－－

』の部

－－「 ㈱考20年予算額(A)21年予算額(B)比較増減額(脇~…A)
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費目 内容

本部運営費(役務費､備品費､需用費､使
用料・賃借料､旅費､報償費等）

~~~~~~~~~~市補助金本部

事務局費
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会場使用料､講師謝礼､研修会参加
旅費､需用費等

事業費’
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憲人教負担金社会保険
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人教謄より ・次世代育成事蕊
‘研究会等派遣事業
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第4号議案 その他議案に関する件（案）

津市人権。同和教育研究協議会規約（案）

本会は、津市人権。同和教育研究協議会（津人教）と称する。第1条（名称）

第2条（目的） 本会は、部落差別をはじめとするあらゆる差別を撤廃し、すべての市民の人権が保障さ
れる、明るく住みよい津市の実現のために、学校､社会、行政及び企業における人権・同
和教育の研究と実践を推進すると共に、啓発活動を通して人権尊重の街づくりに寄与する
ことを目的とする。

本会は、組織全体を統括する本部のもとに、各地域ごとに支部を置き、これまでの取り
組みを継漱し、各地域の実態に応じた活動を推進する。

第3条（組織）

本会は、本協議会の趣旨に賛同す論仙人および団体で構成する。第4条（会員）

龍6条（事業） 第2条の目的を達成するため、次の事業を行う。
学校教育、社会教育、行政/企業における、人権。同和教育の研究及び実践
人権。同和教育に関する研究会や研修会の開催
人権問題、 ｜司和問題に関する調査や啓発、並びに資料の収集や頒布
関係諸機関。団体・企業などとの連絡協議
その他、必要な事業

本会は、

~ （1）

（2）

（3）

（4）

（5）

本会に次の機関を置く。

(1)総会

総会は、代議員をもって構成し、柵成員の筆分の一以上のI:l･|席により成立し、議
窺はその服半数で決定する。総会は、ｱ剛|総会ル臨時総会＃し、定期総会は年1回、
臨時総会肱,IZ､蝉順応1.て会長が郷|ﾐ 《! 4," ""ろ、代議員の淡出ば細則，別表1によ
る．

錐6条（会議）

がで
ヘハージu､識迩議賎農,丈ゑ鳥上剣＆蝋別批隆』

１Ｑ
ｑ

〆

ｂ

ｐ

Ｄ

Ｅ

弛
〆

巣

１

ｋ

ノ

認

０

１

〉

以
込

１

、
ｐ

ｆ

Ｗ

ｖ

〈

蝋
、批剛

一

蟻Ｉか

一

グ~
夕経
へ
感

総

鰄

峨申守
。

ｊ

う

空

く

、理事及び役員をもって構成し、必要にじ
・別表2による。

絵念曉迭鰯職澱蹴頂逸且蠅事会は、

て会長が招集する。理事の構成は、細則・別表2による。
(3)役員会

役員会は役員をもって構成し、理事会に提起する事項を審議する。役員会は必要
に応じて会長が招集す．る。

(4)本部事務局会

本部事務局会は、事務局長及び研修局長と事務局次長をもって構成し、総会の決
定にもとづき、会の企画運営にあたる。また、役員会に提起する事項を審議する。
事務局会は必要に応じて会長が招集する。
(5)部長会・部会

部会は、総務部、組織対策部、教育研究部、啓発推進部の四部会制をとり、それ
ぞれの分野において、事業及び研究活動の企画・運営にあたる。本会研究活動の円
滑な推進を図るため、部長会や部会は必要に応じて会長が招集する。
(6)支部リーダー会
支部リーーーダー会は、本部との連携を図りながら各支部の活動を円滑、活発に行え
るよう、必要に応じて会長が招集する。参加者の構成は、細則。別表3による。

本会に次の役員等を置く
（1） 会 長1名

（4） 会 計2名

（7）理 事若干名

第7条（役員等）
幹事 若干名
研修局長 1名

(3)

(6)

副会長若干名

事務局長 1名

、
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会長は、会を代表し、会務を統括する。

副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時はその任務を代行する。

幹事は、役員会の審議に参加するとともに本会の活動の推進にあたる。

会計は、本会の会計事務を行う。

事務局長は、本部事務局を統括する。

研修局長は、本会の教育及び啓発に係る研究推進の企画・運営にあたる。

理事は、会務の審議決定ならびに各組織における活動の推進にあたる。

第8条（役員等の任務) (1)

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

第9条（役員等の選出) (1) 会長は、理事会で推薦し、総会の承認を得る。
（2） 副会長、幹事、会計、事務局長､研修局長は、理事会で推薦し、総会の承認を

得る。

（3） 理事は、細則別表2により、理事会で推薦し総会の承認を得る。

第10条（会計監査） 理事会及び総会の承認を得て、本会に2名の会計監査を置く。会計監査は、本会の
会計を監査する。

本会は、理事会及び総会の承認を得で: 、顧問を委嘱することができる。顧問は、会
の運営全般について諮問に答えるc~

第11条（顧問）

事務を処理する。また、会本部に事務局長、研修局長､事務局吹長、書記を置号

の活動補助のため協力員をおくことができる。

本会の本部事務局の所在地側、細則・別表'↓による。

第12条（事務局）

第13条（事務局の任務）本部事務局は、各支部の取り組みを尊重しつつ、津市全体としての調整を行い、組
職としての活動を円滑に逮ぷ。

第14条（事務局員の選出）

事務局員は、支部からの推薦により、総会の承認を得る。

第15条（役員等の任期）
役員等の任期は翌年の定期総会までとする。ただし、 ~|輔鰄-妨げない。

総務部長は~、津人教全般の会議及び組織に関する事案を統括する。

組織対策部長は、会員拡大及び財政について統括する。

教育研究部長は、学校、社会、企業。行政での研修会等を統括する。
啓発推進部長は.‘広報や人権ネ､､ノトワー･ク事業一派遣事業等を統括する。

第.'6条（部長の任務） (1)

(2)

(3)

(4)

第17条（経費規定） 本会の経費は、個人会員会費、団体会員会費、補助金及びその他収入腱よるも
のとする。

第18条（会計規定） 本会の経費は、総会により議決された予算にもとづい可執行される。また、本
会の会計年度は、毎年4月1日腱始まり、翌年3月31日に終わるものとする。

ただし、設立年度については、これにかぎらない。

第19条（決算報告）本会の決算は、会計監査を経て総会に報告され、承認を得なければならない。
第20条（支部規約） 支部の運営に関して、別に支部規約を設けることができる。支部規約の決定及

び変更は理事会の承認を得なければならない。

第21条（細則） 本会の運営に関して、別に細則を設けることができる。細則の決定及び変更は
理事会の承認を得なければならない。

第22条（規約改正） 本会の規約の改正は、総会の議決によらなければならない、

(設立総会の日）より施行する。

(第2回総会の日）より施行する。

(第5回総会の日）より施行する。

(第7回総会の日）より施行する。

この規約は、

この規約は、

この規約は、

この規約は、
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全国水平社創立大会から､もうすぐ、百年が経とうとしています。日本で最初の人権宣言と言われ

る水平社宣言に込められた思いを受け継いだ様々な差別との闘いを経て､2016年には｢障害者差

別解消法｣｢へイトスピーチ解消法｣｢部落差別解消推進法｣の三つの法律が施行されました｡これ

は､差別を許さない社会の構築に向けた一歩ですが、同時に根深い差別が社会の中に残っている

ことを表すものでもあります。

差別の現実について見てみると､世界で猛威を奮う新型コロナウイルスは日本でも感染が拡大し、

多くの人の日常が変化させられました｡コロナ禍に伴って､そのウイルスの恐ろしさだけではなく、

人が人を簡単に傷つけ､差別することが起こりうるという現実も明らかになってきました。

また､津市で起こった自治会長問題の中でみえてきた根強い部落差別を､私たちは見過ごして

はいけません。自治会長問題をきっかけにインターネット上で起きた差別的な書き込み･誹誇中傷

は､差別意識や偏見をばらまくと共に､多くの人を傷つけています｡私たちはこの現実と真筆に向

き合おうとしているでしょうか。

冒頭に挙げた水平社宣言の末尾には、「人の世に熱あれ､人間に光あれ｣の言葉があります｡私

たちが住むこの津市の中で差別をなくそうという人々の熱を広げるため、人と人の間にある万物に

光を当て､差別をなくしていくため､私たち津人教は活動を進めていきます《，

教育｡啓発活動を推進し､地域の人権ネットワ､一クを構築していくことの大切さを再確認していき

ます｡また､部落差別をはじめとするあらゆる差別を許さない社会の実現のために差別の現実に向

き合い､学ぶことを通して一人ひとりの意識を高めていきます｡そして､これらの実現のためには、

津市全体で人権課題に取り組む姿勢が必要になります｡教育関係者だけでなく､市民や行政｡企

業も一体になった｢人権尊重のまち津市｣の実現のため､全市的な人権ネットワークの構築を目指

していきましょう。

今ここに､差別の現実と向き合い､地域に根ざした人権･同和教育､人権啓発の取組を推進する

ことを誓い､大会宣言とします。

2021年6月5日

第16回津市人権･同和教育研究協議会総会
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